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物価高騰の各種支援 定例会
12月会議

本会議や予算決算
常任委員会の映像配信
久御山町議会ホームページから
録画映像がご覧いただけます。

　
令
和
５
年
定
例
会
12
月
会
議
を
12
月
13
日
に
開
会
し
、
条
例
制
定
や
改
正
、
令
和
５
年
度
補
正
予

算
の
町
長
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
は
全
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
８
人
が
お
こ
な
い
、
町
政
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
ペ
ー
ジ

で
は
補
正
予
算
や
条
例
改
正
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
で
の
審
議
内
容
は
、
６
〜
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

農業振興施策対策事業
（農業資材高騰対策等支援補助金）
　農業生産に欠かすことのできない肥料や燃料、農業用ビニール等の農業資材
について、資材の原料となる物資の輸入価格が高騰したことにより、農業者が
国内で購入する価格も高騰した。また、猛暑の影響により高温障害の被害が発
生したことから、園芸作物等（野菜、果樹、花き、茶）農産物の生産に大きな
影響を受けた町内の農家を支援し、価格高騰の影響を緩和、経営の安定化、生
産意欲の向上を図ることを目的とする。

対象者：園芸作物等の経営耕地面積30a以上、または販売金額年50万円以上
補助金：10aあたり1万円（定額）
　　　　ただし、１経営体あたり上限30万円（３ha分）とする
交付対象農地：園芸作物等を生産する農地（水稲は対象外）
　　　　　　　農地台帳に記載のある農地のみ対象（所有地・借地は問わない）
　　　　　　　令和５年４月～令和６年３月に作付等をおこなう農地である
　　　　　　　こと（休耕地は対象外）

985万円

Ｑ 対象者の見込み数は。
Ａ 令和４年度実績の121名。

Ｑ なぜ上限面積３haなのか。

Ａ スケールの大きい経営体については、スケールメリット
（単価を抑えることが可能であったり、別の補助金の対象
になっているなど）があるため。

補正予算
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非課税世帯等臨時特別給付事業
（追加給付分）
　物価高騰の負担感が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯）への負担軽減を図るため実施する。

対象者：基準日（令和５年12月１日）において、本町の住民基本台帳に記録されている者であって、
　　　　同一世帯に属する者全員が、令和５年度の市町村民税均等割が非課税である世帯の世帯主
給付額：１世帯あたり７万円

1億4,890万円
（全額国庫補助）

Ｑ 振り込み開始時期は。
Ａ 通知が１月下旬で、振り込みは２月下旬からを予定している。

小・中学校保護者負担軽減事業
（物価高騰対策児童生徒学用品費支援金）
　小・中学校に入学する児童生徒の家庭に対して、生活の支援をおこなうため支給する。

対　象　者：町立小・中学校に入学する児童生徒
　　　　　　町に住所を有し、京都市立明親・美豆小学校および大淀中学校、ならびに府立・私立小
　　　　　　中学校に入学する児童生徒
支給対象品：小学校新入学学用品費（上限2万円）
　　　　　　ランリック、安全帽子、体操服、学用品費

　　　　　　中学校新入学学用品費（上限5万円）
　　　　　　制服、ポロシャツ、ジャージ、体操服、体育館シューズ

730万円
（全額国庫補助）

Ｑ 中学校の学用品を全て購入するとどれぐらいの
費用がかかるのか。

Ａ 制服、ジャージ、体操服などを想定しているが、
約６万円かかる。
足りない分もあろうかと思うが、支援というこ
とで一定の金額とした。
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こども園施設維持管理事業
（備品購入）
　こども園で使用済みとなった紙おむつを、保護者が持ち帰るのではなく
こども園で処理するために、保管庫を購入するもの。

30万円

Ｑ 屋内と屋外の設置数は。
Ａ 屋内に15個（乳児の部屋用）、
屋外に3個を設置する。

Ｑ 開始時期は。
Ａ 令和６年４月から。

デマンド乗合タクシー
（のってこタクシー）運行事業
　のってこタクシーを利用された際の運賃から利用者負担分を差し引いた金額を町が負担しており、
令和５年５月１日にタクシー料金が値上げとなったことにともない、タクシー会社に支払う運行経費
が当初に見込んでいた事業費よりも増大することから
増額するもの。

46万円

Ｑ 利用者数は。
Ａ 令和５年４月～11月が1,523名。
そのうち京阪淀駅までの特例運行を利用
しているのが行き帰り合わせて150名。

（国　、府　 補助）1
3

1
3

［万円未満四捨五入］

令和５年度補正予算
区　分 補正額 補正後の額

一般会計(第４・５号)

国民健康保険（事業勘定）（第３・４号）

介護保険（保険事業勘定）（第２・３号）

介護保険（介護サービス事業勘定）（第３号）

2億9619万円

84万円

132万円

3万円

126万円

27万円

53万円

15万円

82億9982万円

19億2033万円

17億6221万円

1420万円

6億8916万円

2億4633万円

8億6948万円

4億1722万円

水道事業（第３・４号）

下水道事業（第２・３号）

特
別
会
計

収益的支出

資本的支出

収益的支出

資本的支出

公
営
企
業
会
計
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Ｑ 指定管理者選定委員会で、管理者を決定する及第点は。
Ａ ６割～７割以上であること。選定委員会の審査は、施設の管理・運営に関す
る考え方や管理運営体制・計画などのプレゼンテーション・ヒアリングなど
を実施した結果、200点中140点以上であった。

※条例制定や、その他の条例改正については６、７ページに掲載しています
・印鑑条例一部改正
・議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例一部改正
・常勤の特別職の給与に関する条例一部改正
・職員の給与に関する条例一部改正

条例改正

指定管理者の指定
　町内８施設の管理について、指定管理者を公益財団法人久御山町文化スポーツ事業団に指定する
もの。

町内８施設の管理者に
久御山町文化スポーツ事業団を指定

Ａ 対象施設及び指定期間：令和6年4月1日～令和10年3月31日(4年間)

Ｂ 対象施設及び指定期間：令和6年4月1日～令和9年3月31日(3年間)

①ふれあい交流館ゆうホール

④町民プール庭球場

⑦中央公園野球場 ⑧中央公園庭球場

⑤木津川河川敷運動広場 ⑥旧山田家住宅

②総合体育館 ③町民プール

＊新たな管理施設に
　　旧山田家住宅を追加
民間等のノウハウを活用し、
より多くの来館者
に来ていただける
運営をするため。
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Q　
条
文
中
に
あ
る
審
査
会
の
立
ち
上

げ
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

A　
令
和
６
年
４
月
以
降
と
な
る
。

Q　
審
査
会
の
構
成
員
に
、
商
工
会
長

の
他
に
地
元
企
業
と
あ
る
の
は
。

A　
商
工
会
の
中
で
も
産
業
系
計
画
な

ど
に
今
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た

事
業
者
を
想
定
し
て
い
る
。

Q　
企
業
誘
致
の
考
え
方
と
町
内
企
業

へ
の
配
慮
は
。

A　
興
味
を
示
し
て
い
る
企
業
は
多
く

あ
り
、
当
初
よ
り
農
業
と
関
連
す

る
事
業
形
態
の
企
業
を
考
え
て
い

る
。
町
内
企
業
の
拡
張
用
地
と
し

て
も
想
定
し
て
い
る
。

Q　
京
都
府
の
雇
用
助
成
金
と
の
関
連

は
。

A　
制
度
的
に
府
の
範
囲
は
大
き
く
、

町
内
雇
用
の
拡
大
に
な
ら
な
い
場

合
も
あ
る
。
上
限
は
あ
る
が
、
町

内
に
限
定
し
た
枠
も
設
け
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
雇
用
が
生
ま

れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
く
。

Q　
開
発
地
域
の
緑
地
公
園
の
面
積
は
。

A　
面
積
は
7
0
0
0
㎡
、
分
か
り
や

す
い
大
き
さ
の
表
現
と
し
て
は
、

水
田
７
反
に
あ
た
る
。

Q　
進
出
企
業
へ
の
脱
炭
素
社
会
形
成

の
条
件
は
。

A　
敷
地
面
積
に
対
し
て
の
緑
地
面
積

率
は
５
％
以
上
と
し
て
い
る
が
、

環
境
施
設
面
積
率
は
15
％
に
し
て

お
り
、
緑
地
以
外
の
環
境
対
策
に

取
り
組
ん
で
も
ら
お
う
と
考
え
て

い
る
。

休会中の事務調査 天ヶ瀬ダム再開発事業の工事完了状況 10月30日

■天ヶ瀬ダムとは
　天ヶ瀬ダムは、1955年（昭和30年）に起工、1964年
（昭和39年）に完成した高さ73ｍのアーチ式コンクリ
ートダムで、淀川水系にダムが数多くあるなか淀川
（宇治川）本川にある唯一のダム。
■再開発事業の目的
①治水としての洪水調節機能の強化
　900㎥/sの放流能力を1500㎥/sに増強し、ダムの治
水容量をより効果的に活用すること。
②利水としての京都府の水道用水の確保
　貯水池運用の効率化により、洪水対策や発電に影響
を与えることなく、より多くの水道用水を取水でき
るようになり、１日あたり５万1840㎥の水（約17万
人分）を新たに安定的に供給することができる。
③利水としての発電能力の増強
　洪水のおこりやすい夏場の期間にも、より多くの水
を喜撰山ダムに送ることができ、喜撰山発電所では、
電力需要の高まる夏場においても安定した電力をつ
くれるようになり、約11万kwの電力供給が可能と
なる。

■質疑応答
Q　水路トンネルが整備され、初放流の際に対岸が崩
落したが、原因とその後は。

A　原因は調査委員会を立ち上げ検証している。復旧
工事が完了するまでの放流方法は、コンジットゲ
ートからの放流を優先する。

議
案
第
79
号　

み
な
く
る
タ
ウ
ン
企
業
立
地
促
進

条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
80
号　

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地

域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る

法
律
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く

準
則
を
定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

総務事業常任委員会は、天ヶ瀬ダム再開発事業の工事完了の状況説明を受けるために現地視察をした。

12
月
会
議
で
は
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
（
樋
口
房
次

委
員
長
）
に
５
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。

質
問
の
多
か
っ
た
議
案
を
抜
粋
し
、
主
な
質
疑
と
答
弁

を
報
告
し
ま
す
。
（
採
決
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

総務事業
常任委員会

12月19日
REPORT

国土交通省近畿地方整備局担当者から説明を聞く
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出
産
被
保
険
者
の
保
険
料
を
免
除
す
る

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
で
、
久
御
山

町
は
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
の
出
産
予
定
者
に
つ
い

て
は
、
産
前
１
カ
月
と
産
後
３
カ
月
（
計

４
カ
月
間
）
の
保
険
料
を
免
除
す
る
。

Q　
申
請
し
な
け
れ
ば
免
除
さ
れ
な
い

の
か
。
周
知
は
広
報
だ
け
で
な
く

個
別
に
郵
送
な
ど
は
。

A　
申
請
が
必
要
。
制
度
開
始
直
後
な

の
で
、
該
当
予
定
の
方
に
は
先
に

勧
奨
通
知
を
考
え
て
い
る
。

Q　
遡
及
支
給
は
で
き
る
の
か
。

A　
申
請
期
間
は
地
方
税
法
に
よ
り
５

年
間
の
た
め
可
能
で
あ
る
。
子
育

て
支
援
課
で
被
保
険
者
と
の
接
触

も
あ
る
の
で
、
そ
の
時
に
漏
れ
な

く
周
知
し
た
い
。

令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
、
久
御
山
町

役
場
窓
口
で
、
全
国
各
地
の
戸
籍
証
明

書
等
の
請
求
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、

「
戸
籍
電
子
証
明
書
提
供
用
識
別
符

号
」
を
用
い
て
発
行
す
る
パ
ス
ワ
ー
ド

（
有
効
期
限
は
３
カ
月
）
に
よ
り
、
戸

籍
証
明
書
な
ど
へ
の
添
付
が
不
要
と
な

る
予
定
。

Q　
個
人
情
報
は
大
丈
夫
か
。

A　
シ
ス
テ
ム
も
指
紋
認
証
の
た
め
、

誰
が
個
人
情
報
を
見
に
行
っ
た
の

か
が
わ
か
る
。
市
町
村
間
で
、
双

方
に
獲
得
し
た
戸
籍
も
わ
か
る
。

Q　
久
御
山
町
か
ら
送
る
デ
ー
タ
は
、

既
存
の
も
の
か
。

A　
久
御
山
町
が
本
籍
地
の
場
合
は
原

本
、
そ
れ
以
外
は
総
務
省
の
副
本
。

休会中の事務調査 障害児の放課後等デイサービス 10月31日

■2012年（平成24年）｢児童福祉法｣の改正
　児童福祉法が改正され、「教育と福祉の連携の一層
の推進」として学校に通学中の障害児に、放課後や夏
休み等の長期休暇中において、学校教育と共に障害児
の自立を促し、放課後等の支援を推進することとした。
■対象となる児童
　学校教育法第１条に規定する学校（幼稚園、大学を
除く）に就学中で、授業の終了後または、休業日に
「支援が必要と認められた」障害児。
■利用定員・主な人員配置
○定　　員／10人以上
○人員配置／◆児童指導員・保育士
　　　　　　　　　　　　　（児童10人に２人以上）
　　　　　　◆児童発達支援管理責任者（１人以上）
　　　　　　◆管理者
■全国の事業所・利用者数
◯事業所数…１万9178事業所　
◯利用者数…30万1837人　（令和４年８月実績より）

■説明者
相談支援事業所「和音（わお）くみやま作業所」
相談員／浅井　薫さん
■質疑応答
Q　障害者手帳の交付を受けていない児童生徒で、放
課後等デイサービスが受けられる基準は。

A　手帳の所持は必須ではなく、福祉課と子育て支援
課が連携し、保健師の意見を参考にしている。

＊制度説明及び図は、令和４年12月開催の厚生労働省｢第６
　回障害児通所支援に関する検討会｣の資料を参考とした。

議
案
第
82
号　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
92
号 

手
数
料
徴
収
条
例
一
部
改
正
に

つ
い
て

民生教育常任委員会は、相談支援事業所相談員を招き、障害児の放課後等デイサービスの説明を受けた。

12
月
会
議
で
は
、
民
生
教
育
常
任
委
員
会
（
巽
悦
子
委

員
長
）
に
４
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。

質
問
の
多
か
っ
た
議
案
を
抜
粋
し
、
主
な
質
疑
と
答
弁

を
報
告
し
ま
す
。
（
採
決
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

民生教育
常任委員会

12月20日
REPORT

＜地域内の相関イメージ＞

　　  放課後等
デイサービス事業所

Ｄ特別支援学校Ａ特別支援学校

Ｃ中学校Ｂ小学校

◆放課後利用
◆夏休み等の長期休暇利用
　午前・午後クラスなど、プログラムの工夫
◆学校と事業所間の送迎
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■賛否が分かれた議案
12月会議　全議案の採決結果

（注）表中の○及び×は、○=賛成討論、×=反対討論をおこなっています。

※松本議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席

議案／議員

日本
共産党 公明党

くみやま
みらい ＠くみやま

会派に
属さない
議員

結
　
果

中
井
　
孝
紀

芦
田
　
祐
介

田
井
　
　
稔

大
宮
　
竹
志

塚
本
五
三
藏

樋
口
　
房
次

濱
口
　
隆
志

辻
　
　
　
徹

松
本
　
義
裕

島
　
　
宏
樹

岩
田
　
芳
一

戸
川
　
和
子

中
野
ま
す
み

巽
　
　
悦
子
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可決

可決

可決

可決

可決

可決

みなくるタウン企業立地促進条例制定 

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展
の基盤強化に関する法律第９条第１項の規定に
基づく準則を定める条例制定 

常勤の特別職の給与に関する条例一部改正 

印鑑条例一部改正 

一般会計（第５号） 

指定管理者の指定 

条例

５年度
補正予算

その他

一般会計（第４号） 

国民健康保険特別会計（事業勘定）（第３・４号） 

介護保険特別会計（第２・３号） 

水道事業会計（第３・４号） 

下水道事業会計（第２・３号） 

５年度
補正予算

■全員賛成の議案
議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例一部改正

職員の給与に関する条例一部改正

国民健康保険税条例一部改正

手数料徴収条例一部改正

条例

松本義裕議長

中井孝紀議員 芦田祐介議員 大宮竹志議員 田井稔議員 辻徹議員 濱口隆志議員中野ますみ議員

岩田芳一副議長 島宏樹議員 塚本五三藏議員 樋口房次議員 巽悦子議員 戸川和子議員

くみやま 議会だより　No.173 （8）



こ
こ
が

き
た
い

聞

一般
質問

8議員が
登壇 一般質問では、行政全般について町長などに質問しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

巽　　悦子 議員
たつみ えつこ

①核融合発電試験施設開設と町「環境基本計画」
②北陸新幹線南部延伸計画
③「困難な問題を抱える女性への支援法」
　（2024年４月施行）

P17一問
一答

①持続可能な行財政運営
②第２期久御山町総合戦略
③御牧地域（旧巨椋池地区周辺）のまちづくり

P16一問
一答

各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、一般質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。

田井　　稔 議員
た　い みのる

あしだ ①スポーツ協会の私的流用疑惑
②核融合発電試験施設の町内立地 P15一問

一答芦田　祐介 議員
ゆうすけ

①「歩くまち」推奨に伴う公園整備
②自主防災組織の現状 P13辻　　　徹 議員

とおるつじ

①ケアプランデータ連携システム
②地域包括支援センターの機能強化
③在宅介護で社協等のヘルパー

P14一問
一答塚本　五三藏 議員

つかもと いさお

一括
質問

岩田　芳一 議員
いわた よしかず ①学校教育

②ワクチン接種 P12一答
一問
一答

なかい ①給食費の無償化
②中央公園グラウンドの代替地 P11中井　孝紀 議員

たかのり 一問
一答

濱口　隆志 議員
はまぐち たかし ①こどもデータ連携

②保育料の無償化 P10一問
一答

くみやま 議会だより　No.173（9）



い
る
。

　

ま
た
、
な
か
よ
し
学
級
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
年
度
の
早
い
う
ち
に
学
校

の
担
任
と
懇
談
会
を
開
催
し
、
情
報
交

換
を
し
て
い
る
。

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
山
城
北
圏
域
障
害
者
自
立
支
援
協

議
会
に
福
祉
課
と
共
に
参
加
し
、
連
携

を
図
っ
て
い
る
。

　
国
も
推
進
し
て
い
る
こ
ど
も
デ
ー
タ

連
携
実
証
事
業
（
※
）
に
参
加
し
て
み

て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、
教
育
長
の

見
解
は
。

　

困
難
リ
ス
ク
の
高
い
子
ど
も
へ
の
早

期
発
見
・
早
期
支
援
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

本
町
の
規
模
で
は
、
シ
ス
テ
ム
導
入

は
せ
ず
と
も
、
関
係
各
課
か
ら
有
効
な

デ
ー
タ
連
携
と
定
期
的
な
関
係
者
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
体
制
が
整
え
ば
対
応
で
き
る

と
考
え
て
お
り
、
こ
ど
も
デ
ー
タ
連
携

実
証
事
業
に
参
加
す
る
予
定
は
な
い
が
、

エ
ビ
デ
ン
ス
を
基
に
し
た
リ
ス
ク
の
高

い
家
庭
へ
の
個
別
的
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型

支
援
方
法
、
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
組

織
体
制
の
強
化
は
重
要
で
あ
る
。

　
少
子
化
、
貧
困
、
児
童
虐
待
、
い
じ

め
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
不
登
校
な
ど
、

子
ど
も
に
関
す
る
問
題
は
様
々
で
あ
る
。

　
個
人
情
報
保
護
法
と
の
整
合
性
を
考

え
な
が
ら
、
学
校
教
育
課
、
子
育
て
支

援
課
、
生
涯
学
習
応
援
課
、
福
祉
課
な

ど
、
課
を
超
え
た
横
断
的
な
連
携
が
必

要
で
あ
る
が
、
現
状
は
。

　

子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
は
ぐ
く
み
と

の
連
携
で
は
、
学
校
教
育
課
の
指
導
主

事
、
場
合
に
よ
っ
て
は
学
校
教
職
員
が
、

研
修
会
や
ケ
ー
ス
会
議
に
参
加
し
、
子

ど
も
へ
の
支
援
の
協
議
を
お
こ
な
っ
て

　
６
月
の
一
般
質
問
で
も
取
り
上
げ
た

が
、
保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
検
討

は
お
こ
な
っ
た
の
か
。

　

本
年
９
月
に
京
都
府
知
事
へ
、
０
歳

か
ら
２
歳
の
保
育
料
無
償
化
、
な
ら
び

に
就
学
前
児
童
か
ら
中
学
生
ま
で
の
給

食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
京
都
府
を

通
じ
て
国
へ
の
要
望
を
お
願
い
し
た
。

　
園
小
中
の
一
貫
教
育
の
久
御
山
学
園

の
中
で
無
償
化
さ
れ
て
い
な
い
の
が
、

０
歳
か
ら
２
歳
の
保
育
料
で
あ
る
。
保

育
料
無
償
化
の
町
長
の
考
え
は
。

　

国
が
作
成
予
定
の
こ
ど
も
大
綱
を
鑑

み
て
、
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
、
多

角
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
町
と
し
て
も
、
園
小
中
一
貫
教
育

の
久
御
山
学
園
の
考
え
方
に
立
つ
と
、

教
育
内
容
を
も
含
ん
だ
こ
ど
も
園
の
在

り
方
と
い
う
１
つ
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
中
で
研
究
し
、

議
論
す
べ
き
事
項
と
考
え
る
。

こ
ど
も
デ
ー
タ
連
携
実

証
事
業
に
参
加
し
て
は

Q
本
町
の
規
模
で
は
、体
制

が
整
え
ば
対
応
で
き
る

A

園
小
中
一
貫
教
育
で
の

保
育
料
無
償
化
の
考
え
は

Q
久
御
山
学
園
の
考
え
に

立
つ
と
議
論
す
べ
き
事
項

A子
育
て
支
援
課
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

学
校
教
育
課
長

教
育
長

町
　
長

保育料の完全無償化に期待したい

動画はこちら

はまぐち たかし

濱口　隆志
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（
※
）
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
個
々
の

こ
ど
も
や
家
庭
の
状
況
や
利
用
し
て
い
る

支
援
等
に
関
す
る
教
育
・
保
健
・
福
祉
な

ど
の
情
報
・
デ
ー
タ
を
分
野
を
超
え
て
連

携
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
個
人
情
報
の

適
正
な
取
扱
い
を
確
保
し
な
が
ら
、
潜
在

的
に
支
援
が
必
要
な
こ
ど
も
や
家
庭
を
把

握
し
、
プ
ッ
シ
ュ
型
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型

の
支
援
に
つ
な
げ
る
実
証
事
業

（
こ
ど
も
家
庭
庁
Ｈ
Ｐ
よ
り
引
用
）



５
０
０
円
補
助
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

拡
充
を
し
て
い
な
い
。

　
給
食
費
無
償
化
は
教
育
関
連
予
算
の

中
か
ら
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
全
体

の
事
業
か
ら
長
期
的
な
視
点
で
考
え
る

こ
と
が
重
要
で
な
い
か
。

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
継
続
的

な
財
源
も
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
国
の

責
任
で
実
施
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
お

り
、
議
論
の
中
に
は
入
れ
て
い
な
い
。

　
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
調
整
池
の

整
備
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
令
和
6
年

か
ら
令
和
７
年
の
２
年
間
は
グ
ラ
ウ
ン

　
若
い
世
代
が
理
想
の
子
ど
も
数
を
持

た
な
い
主
要
因
が
経
済
的
理
由
で
あ
る

た
め
、
こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
の
給
食

費
無
償
化
は
有
効
な
手
段
だ
と
思
う
が
、

給
食
費
の
現
状
は
。

　

既
に
実
施
し
て
い
る
就
学
援
助
分
を

除
く
と
、
小
・
中
学
校
で
３
７
０
０
万

円
、
こ
ど
も
園
の
１
０
０
０
万
円
を
足

し
た
合
計
４
７
０
０
万
円
が
新
た
な
支

出
と
し
て
必
要
と
な
る
。

　
平
成
11
年
か
ら
小
学
校
給
食
費
を
月

ド
が
使
用
で
き
な
く
な
る
。

　
町
は
、
代
替
地
を
提
案
し
て
い
る
が
、

場
所
が
遠
か
っ
た
り
、
夜
間
の
照
明
が

な
い
な
ど
課
題
が
多
い
。

　
特
に
町
外
の
代
替
地
は
、
既
に
多
く

の
団
体
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
久
御
山

町
の
利
用
を
優
先
し
て
も
ら
え
る
状
況

と
な
っ
て
い
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら

も
要
望
さ
れ
て
い
る
が
、
町
内
に
代
替

地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
早
急
に
整
備
す
べ

き
で
な
い
か
。

　

代
替
地
と
し
て
新
た
な
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
整
備
は
、
要
す
る
期
間
や
整
備
費
な

ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
現
実
的
で
な
い

た
め
、
代
替
施
設
を
準
備
・
提
示
し
て

ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
も
調
整
し
な
が
ら
町

と
し
て
全
面
的
に
協
力
し
た
い
。

　
比
較
検
討
に
利
用
者
の
声
が
入
っ
て

い
な
い
。
木
津
川
河
川
敷
は
冠
水
す
れ

ば
使
え
な
い
。
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

昼
間
使
わ
れ
て
お
り
、
利
用
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。

　
新
し
い
代
替
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
作

る
か
、
調
整
池
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
以
外
に

作
る
な
ど
、
利
用
者
に
不
便
を
か
け
な

い
形
が
最
善
で
な
い
か
。

　

現
段
階
で
す
り
合
わ
せ
が
で
き
て
い

な
い
部
分
も
あ
る
が
、
近
く
の
町
外
施

設
も
含
め
て
当
た
り
な
が
ら
、
引
き
続

き
各
団
体
と
調
整
を
進
め
た
い
。

　
利
用
団
体
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
な

ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
工
事
を
延
期
す

べ
き
で
な
い
か
。

　

費
用
対
効
果
な
ど
を
考
え
な
が
ら
あ

の
場
所
を
選
定
し
た
。
関
係
者
の
方
も

認
識
を
踏
ま
え
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て

い
る
と
思
う
。
今
、
代
替
地
を
紹
介
し

交
渉
中
で
、
で
き
る
限
り
ご
迷
惑
の
な

い
よ
う
に
進
め
た
い
。

こ
ど
も
園・小
中
学
校
の

給
食
費
無
償
化
は

Q
国
の
責
任
で
実
施
す
べ
き

も
の
と
考
え
る

A

町
内
に
代
替
地
を

整
備
す
べ
き
で
な
い
か

Q
新
た
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
は
現
実
的
で
な
い

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

学
校
教
育
課
長

町
　
長

建
設
課
長

建
設
課
長

改修予定の中央公園グラウンド

動画はこちら

なかい たかのり

中井　孝紀
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校
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
先
進
的
に

お
こ
な
っ
て
い
る
取
り
組
み
の
状
況
な

ど
も
参
考
に
、
検
討
課
題
で
は
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
も
重
要
と
考
え

る
。
学
校
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
も
併
せ
て
、
予
算
確
保
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
が
、
教
育
委
員
会
と
し

て
の
対
応
は
。

　

本
年
９
月
、
京
都
府
の
ほ
う
へ
も
財

政
的
支
援
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。　

　

様
々
に
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　
神
奈
川
県
大
和
市
に
視
察
研
修
へ
行

き
、
不
登
校
対
策
の
取
り
組
み
を
お
聞

き
し
た
。
大
和
市
は
授
業
風
景
の
み
な

ら
ず
、
休
み
時
間
や
昼
食
時
間
な
ど
に

お
い
て
も
、
学
校
の
様
子
を
下
校
時
ま

で
配
信
し
て
お
ら
れ
、
不
登
校
対
策
に

は
有
効
で
効
果
的
で
あ
っ
た
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

　
本
町
で
も
、
学
校
へ
登
校
を
促
す
取

り
組
み
と
し
て
、
学
校
の
様
子
を
配
信

で
き
な
い
か
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
に
、
す
ぐ
に
対
応

す
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
不
登

　
国
に
お
い
て
、
接
種
期
間
が
３
月
で

終
了
さ
れ
た
場
合
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
負

担
の
見
通
し
は
。

　

定
期
接
種
の
対
象
者
は
、
死
亡
・
重

症
化
リ
ス
ク
の
危
険
度
が
高
い
65
歳
以

上
と
一
定
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
60
歳

か
ら
64
歳
の
方
と
な
り
、
接
種
費
用
の

一
部
が
公
費
負
担
と
な
る
。　
　
　
　

　

ワ
ク
チ
ン
単
価
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
が
国
か
ら
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
決
定
さ
れ
次
第
、
負
担
額
を
含
め

た
町
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
帯
状
疱
疹
は
、
加
齢
・
疲
労
・
ス
ト

レ
ス
な
ど
で
体
の
免
疫
力
が
低
下
す
る

と
ウ
イ
ル
ス
が
活
動
し
、
増
殖
し
始
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
す
る
。

　
50
歳
以
上
に
な
る
と
発
症
率
が
高
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
で
は
80
歳

ま
で
に
約
３
人
に
１
人
が
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　
帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
費

用
が
約
４
万
円
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、

負
担
軽
減
に
向
け
て
の
支
援
の
考
え
は
。

　

町
と
し
て
の
支
援
対
象
に
挙
げ
ら
れ

た
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
国
の
予
防

接
種
施
策
と
し
て
定
期
接
種
化
の
議
論

が
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

住
民
の
生
命
を
守
る
手
段
と
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
重
要
性
に
つ
い
て
は

強
く
認
識
を
し
て
お
り
、
本
町
と
し
て

ど
う
い
う
支
援
が
可
能
か
、
国
や
京
都

府
の
動
向
を
見
据
え
、
併
せ
て
、
近
隣

市
町
村
や
医
師
会
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
今
後
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い

く
。

不
登
校
対
策
に
学
校
の

様
子
を
配
信
し
て
は

Q
検
討
課
題
で
は
あ
る
と

考
え
て
い
る

A

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
費
用
助
成
を

た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

Q
国
や
府
の
動
向
を
見
据
え

慎
重
に
検
討
し
た
い

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

教
育
長

国
保
健
康
課
担
当
課
長

学
校
教
育
課
長

町
　
長

動画はこちら

いわた よしかず
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ン
グ
途
中
で
休
憩
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

も
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
町
内
に
は
、
13
カ
所
の
都
市
公

園
が
あ
り
、
12
カ
所
に
水
道
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　
公
園
は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
や
高

齢
者
の
憩
い
の
場
と
な
っ
た
り
、
小
学

校
の
授
業
や
園
児
な
ど
の
お
散
歩
場
所

に
も
な
っ
た
り
し
て
、
利
用
者
が
多
い
。

　
そ
の
実
態
か
ら
し
て
も
安
心
・
安
全

に
利
用
で
き
る
整
備
を
。

　

都
市
公
園
に
お
い
て
、
水
道
設
備
は

ほ
ぼ
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
ト
イ
レ
や

防
犯
カ
メ
ラ
が
未
整
備
の
公
園
が
多
い
。

　

今
後
、
自
治
会
か
ら
の
設
置
希
望
に

つ
い
て
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

　

本
町
で
は
、
「
歩
く
ま
ち
く
み
や

ま
」
を
推
奨
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
事
業
で
は
休
憩
施
設
等
を
公
園
等

と
明
記
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
公
園
等
は
、
休
憩
場
所
に

も
な
る
所
で
あ
り
、
安
心
・
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
ト
イ
レ
や
水
道
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
現
状
は
。

　

「
歩
く
ま
ち
く
み
や
ま
推
進
事
業
計

画
」
に
お
い
て
は
、
歩
く
こ
と
に
不
安

を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
歩
き
た
く
な
る

環
境
の
整
備
を
お
こ
な
い
、
ウ
ォ
ー
キ

あ
り
、
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
前
向
き
に

設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
周
辺
住
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
も
必
要
で
、
衛
生
面
な
ど

も
考
慮
し
検
討
し
て
い
く
。

　
11
月
19
日
に
実
施
し
た
総
合
防
災
訓

練
が
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
っ
て
い

な
い
か
。

　
今
回
も
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
で
あ

っ
た
。

　
水
害
を
想
定
し
た
訓
練
の
必
要
性
が

あ
っ
た
と
思
う
が
、
参
加
者
数
は
ど
れ

く
ら
い
だ
っ
た
か
。

　　

総
合
防
災
訓
練
で
は
、
住
民
の
避
難

行
動
の
ほ
か
災
害
時
の
関
係
機
関
、
協

定
締
結
事
業
者
や
職
員
な
ど
の
連
絡
体

制
や
連
携
・
応
援
体
制
、
災
害
対
策
本

部
の
運
営
を
確
認
し
た
。

　

こ
の
防
災
訓
練
の
検
証
は
、
年
明
け

開
催
予
定
の
防
災
会
議
で
訓
練
全
体
の

総
括
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。

　

訓
練
へ
の
参
加
は
、
住
民
や
消
防
団

な
ど
関
係
機
関
を
含
め
約
７
４
０
名
の

参
加
で
あ
っ
た
。

　　
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ
い
て

町
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　

本
町
で
は
、
自
治
会
や
町
内
会
単
位

で
自
主
防
災
会
を
結
成
し
て
い
る
。

　

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
つ
い
て
は

年
１
回
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を

実
施
し
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
を
対
象
に
、
防
災
士

の
資
格
取
得
の
補
助
制
度
を
創
設
し
て

お
り
、
地
域
の
実
情
を
熟
知
し
た
住
民

の
方
が
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
み

を
し
て
い
く
。

安
心・安
全
に
利
用

で
き
る
公
園
整
備
を

Q
地
元
自
治
会
へ
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
の
希
望
を
調
査

A

総
合
防
災
訓
練
が
イ
ベ
ン

ト
で
終
わ
っ
て
な
い
か

Q
年
明
け
開
催
予
定
の

防
災
会
議
で
検
証
す
る

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

建
設
課
長

建
設
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

動画はこちら

つじ とおる

辻　　　徹

子どもたちがたくさん遊ぶ公園

11月19日の総合防災訓練
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
介
護
の

拠
点
。
高
齢
者
に
寄
り
添
う
エ
キ
ス
パ

ー
ト
の
配
置
や
体
制
構
築
は
。　
　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
私
の

公
約
で
運
営
見
直
し
を
掲
げ
、
本
町
に

ふ
さ
わ
し
い
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
、
昨

年
直
営
と
し
１
年
半
が
経
過
し
た
。

　

職
員
が
役
場
で
待
ち
受
け
る
の
で
は

な
く
、
地
域
に
出
向
き
、
身
近
な
存
在

と
し
て
頼
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
も
ら

え
る
職
員
を
育
成
す
る
。　
　

　

専
門
職
の
安
定
的
な
職
員
体
制
を
構

築
し
、
将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
た

職
員
の
採
用
計
画
を
立
て
、
専
門
職
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
。

　

住
民
に
寄
り
添
っ
た
支
援
体
制
を
構

築
し
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
職
員
を
養
成
。

退
職
者
の
活
用
も
検
討
し
、
柔
軟
な
対

応
で
体
制
強
化
に
努
め
る
。

　
居
宅
介
護
事
業
所
と
介
護
事
業
所
間

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム

導
入
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
負
担
軽

減
を
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム

導
入
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
介
護
職

員
の
事
務
的
な
負
担
の
軽
減
に
な
り
、

高
齢
者
と
顔
を
合
わ
せ
る
時
間
が
増
え
、

大
変
有
益
。
シ
ス
テ
ム
導
入
の
負
担
軽

減
効
果
は
大
き
く
、
居
宅
事
業
所
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
取
り
組
み
た

い
。

　　
ほ
と
ん
ど
の
社
協
な
ど
の
介
護
事
業

所
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
４
人
に
１
人
は
65

歳
以
上
と
高
齢
化
。
退
職
者
も
増
え
、

人
材
不
足
と
収
支
悪
化
で
廃
止
や
休
止

に
陥
ら
な
い
よ
う
、
在
宅
介
護
が
安
心

し
て
で
き
る
体
制
は
。

　

ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
不
足
は
社
会
的
な

問
題
。
国
の
介
護
報
酬
改
定
の
処
遇
改

善
の
動
向
を
注
視
し
、
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
に
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
に

向
け
た
支
援
を
す
る
。

　

今
年
度
か
ら
独
自
に
、
介
護
人
材
確

保
事
業
等
の
補
助
制
度
を
は
じ
め
、

様
々
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。　

　

高
齢
者
と
家
族
の
視
点
に
立
ち
、
近

い
将
来
、
介
護
職
員
が
い
な
い
と
い
う

事
態
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

社
協
の
職
員
や
理
事
が
一
丸
と
な
り
、

廃
止
や
休
止
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
町
内

の
介
護
事
業
所
と
連
携
を
密
に
す
る
。

　　

ヘ
ル
パ
ー
は
、
要
介
護
の
高
齢
者
や

家
族
に
と
っ
て
日
々
の
生
活
の
命
綱
で

あ
り
、
最
も
身
近
な
支
援
者
で
す
が
、

家
事
労
働
の
延
長
と
認
識
さ
れ
が
ち
な

た
め
、
低
評
価
、
低
賃
金
が
実
情
。　

　

高
齢
化
や
核
家
族
の
進
行
、
介
護
離

職
な
ど
在
宅
介
護
の
制
度
が
追
い
つ
か

ず
、
矛
盾
を
生
み
出
し
て
い
る
。　
　

　

ヘ
ル
パ
ー
や
在
宅
介
護
の
あ
り
方
の

検
討
を
進
め
、
今
後
の
介
護
人
材
確

保
・
定
着
に
向
け
た
支
援
を
す
る
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携

シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

Q
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム

導
入
は
大
変
有
益
で
あ
る

A

直
営
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
は

Q
職
員
の
採
用
計
画
と
専
門

職
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

A

在
宅
介
護
で
社
協
な
ど
の

ヘ
ル
パ
ー
へ
の
支
援
は

Q
独
自
の
様
々
な
補
助
制
度

で
支
援
に
取
り
組
む

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

町
　
長

福
祉
課
長

総
務
部
長

民
生
部
長

動画はこちら

つかもと いさお
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処
理
体
制
に
つ
い
て
点
検
し
、
報
告
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

外
部
監
査
や
税
理
士
の
巡
回
監
査
は

受
け
て
い
な
い
。

　
税
理
士
の
巡
回
監
査
が
な
か
っ
た
の

で
あ
れ
ば
、
教
委
が
巡
回
監
査
す
る
べ

き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

教
委
が
監
査
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
。

確
認
体
制
が
十
分
で
な
か
っ
た
可
能
性

も
あ
る
の
で
、
今
後
の
体
制
を
検
討
し

て
い
く
必
要
は
あ
る
。

　
な
ぜ
、
元
職
員
１
人
に
ス
ポ
協
の
会

　　
児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
違

反
で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
、
京
都
地
方
裁

判
所
か
ら
有
罪
判
決
を
受
け
た
教
育
委

員
会
（
以
下
「
教
委
」
）
の
生
涯
学
習

応
援
課
元
会
計
年
度
任
用
職
員
（
懲
戒

免
職
）
が
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
以
下

「
ス
ポ
協
」
）
の
金
員
を
私
的
に
流
用

し
て
い
た
疑
惑
が
浮
上
し
た
。

　
ス
ポ
協
に
は
監
事
が
２
名
い
る
。
ど

の
よ
う
な
監
査
を
し
て
い
た
の
か
。

　
外
部
監
査
や
税
理
士
に
よ
る
巡
回
監

査
は
受
け
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

　

現
在
、
ス
ポ
協
に
出
納
事
務
・
会
計

計
を
任
せ
き
り
に
し
て
い
た
の
か
。

　

出
納
事
務
や
確
認
方
法
に
つ
い
て
は
、

調
査
中
で
あ
る
。
教
委
の
点
検
も
不
十

分
だ
っ
た
。

　
教
育
長
は
責
任
を
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
の
か
。

　
以
前
に
も
指
摘
し
た
が
、
教
委
が
機

能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
の
で
は
。

　

監
督
責
任
者
と
し
て
責
任
を
痛
感
し

て
い
る
。
被
害
者
や
住
民
の
皆
様
に
お

詫
び
す
る
。
今
後
は
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
再
発
防
止
策
を
講
じ
る
。

　

今
回
の
事
象
は
、
指
導
監
督
の
不
行

き
届
き
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

教
委
の
機
能
不
全
に
は
当
た
ら
な
い
。

　
久
御
山
町
内
に
核
融
合
発
電
の
試
験

施
設
が
立
地
予
定
で
あ
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
が
、
住
民
の
関
心
事
は
、
こ
の

施
設
の
立
地
場
所
で
あ
る
。
町
内
の
ど

こ
に
施
設
が
立
地
す
る
の
か
。

　

立
地
企
業
は
、
試
験
稼
働
に
向
け
て

準
備
段
階
で
あ
る
こ
と
や
、
防
犯
上
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
体
制
の
構
築
段
階

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
立
地
場
所
を
公
表

し
て
い
な
い
。

　
町
長
は
、
核
融
合
発
電
の
試
験
施
設

の
立
地
に
賛
成
・
推
進
の
立
場
な
の
か
。

　

核
融
合
発
電
が
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、

大
変
有
意
義
だ
と
感
じ
る
。

　

核
融
合
と
い
う
の
は
、
核
分
裂
と
は

違
う
。
核
融
合
で
熱
源
を
取
る
の
で
は

な
く
、
電
熱
的
な
も
の
で
取
る
。

　

発
電
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
コ
ン
ポ

ー
ネ
ン
ト
（
※
）
を
実
験
す
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
大
変
有
意
義
と
感
じ

て
賛
成
す
る
。

元
職
員
に
よ
る
私
的
流
用

教
育
長
の
責
任
は

Q
責
任
を
痛
感
し
て
い
る

再
発
防
止
策
を
講
じ
る

A

町
長
は
核
融
合
発
電
の
試

験
施
設
の
立
地
に
賛
成
か

Q
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解
決
に

つ
な
が
る
た
め
賛
成
す
る

A

生
涯
学
習
応
援
課
長

生
涯
学
習
応
援
課
長

生
涯
学
習
応
援
課
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

産
業
・
環
境
政
策
課
長

教
育
長

町
　
長

（
※
）シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る

　
　
部
品
な
ど
の
こ
と

動画はこちら

あしだ ゆうすけ

芦田　祐介

【元職員の私的流用が疑われる金額】

※12月８日の委員会を基に作成
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景
気
の
動
向
に
よ
る
税
収
の
確
保
と

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備
や
新
市
街

地
（
み
な
く
る
タ
ウ
ン
）
整
備
、
中
央

公
園
拡
充
整
備
、
佐
山
排
水
機
場
施
設

更
新
な
ど
重
点
事
業
の
財
源
の
確
保
が

課
題
。

　　
み
な
く
る
タ
ウ
ン
整
備
で
４
億
円
の

増
収
を
見
込
む
が
、
今
後
も
健
全
な
行

財
政
運
営
が
進
め
ら
れ
る
の
か
。

　

限
ら
れ
た
財
源
で
創
意
工
夫
を
図
り
、

財
源
の
確
保
と
事
務
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底
や
経
常

的
な
事
務
事
業
の
精
査
、
事
務
の
効
率

化
を
進
め
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に

努
め
る
。

　
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
、
子
育
て
や

高
齢
者
対
策
、
保
健
福
祉
施
策
、
公
共

施
設
の
更
新
整
備
な
ど
の
経
費
が
増
加

す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
需
要
額
の
見
込

み
と
財
政
運
営
面
の
課
題
は
。

　

財
政
計
画
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
整
備
、
内
水
排
除
対
策
な
ど

に
令
和
６
年
度
は
約
96
億
円
、
７
年
度

は
約
83
億
円
、
８
年
度
は
約
82
億
円
を
、

公
共
施
設
と
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更
新
に

今
後
34
年
間
で
約
４
２
９
億
円
、
平
均

で
年
約
12
億
６
０
０
０
万
円
の
費
用
が

必
要
で
あ
る
。

　
第
２
期
久
御
山
町
総
合
戦
略
で
、
令

和
６
年
度
の
年
間
出
生
数
１
２
０
人
、

自
治
会
加
入
率
60
％
と
掲
げ
る
が
、
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

４
年
度
の
出
生
数
は
82
人
、
自
治
会

加
入
率
は
47
％
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
は
ぐ
く
み
定
期

便
や
地
域
で
子
育
て
を
す
る
機
運
の
醸

成
を
目
的
に
、
地
域
子
育
て
モ
デ
ル
事

業
補
助
金
を
創
設
、

地
域
の
絆
を
子
育

て
支
援
の
活
動
に

よ
り
再
構
築
し
て

い
き
た
い
。

　

地
域
や
人
と
人
と
の
絆
を
再
構
築
す

る
事
業
を
創
設
し
、
重
点
施
策
と
し
て

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
９
月
会
議
で
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り
構

想
が
示
さ
れ
、
高
台
や
船
着
場
の
整
備

と
併
せ
て
賑
わ
い
の
創
出
や
住
宅
整
備

の
可
能
性
を
調
査
し
て
い
く
と
さ
れ
た

が
、
今
後
の
展
開
や
、
旧
巨
椋
池
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
は
。

　

西
一
口
の
国
土
交
通
省
の
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
付
近
に
避
難
が
可
能
な
高
台
や
、

物
資
の
運
搬
に
活
用
す
る
船
着
場
を
国

土
交
通
省
が
整
備
予
定
。

　　

市
街
化
調
整
区
域
内
の
住
宅
建
設
の

実
現
に
向
け
課
題
を
整
理
し
定
住
で
き

る
か
検
討
し
て
い
く
。

　　

地
域
資
源
と
新
た
な
資
源
を
活
用
し
、

賑
わ
い
創
出
や
定
住
促
進
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

今
後
も
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
が
で
き
る
の
か

Q
財
源
の
確
保
と
事
務
の

効
率
化
を
進
め
運
営

A

総
合
戦
略
の
数
値
目
標
の

現
状
や
課
題
は

Q
絆
を
再
構
築
す
る
事
業
を

創
設
し
取
り
組
ん
で
い
る

A

御
牧
地
域（
旧
巨
椋
池

周
辺
）の
ま
ち
づ
く
り
は

Q
地
域
の
資
源
を
活
用
し

推
進
し
て
い
く

A都
市
整
備
部
担
当
部
長

建
設
課
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

子
育
て
支
援
課
長

総
務
部
長

町
長

みなくるタウン整備が進められる市田・佐古・林地区

動画はこちら

たい みのる

田井　　稔
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京
都
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
が
、

来
年
12
月
ま
で
に
町
内
で
核
融
合
実
験

を
稼
働
す
る
と
の
新
聞
報
道
（
９
月
16

日
付
）
が
あ
っ
た
。

　
「
住
民
と
事
業
所
と
自
治
体
で
環
境

関
係
は
共
存
・
連
携
」
と
答
弁
で
述
べ

た
が
、
企
業
の
所
在
地
の
公
表
は
。

　

現
時
点
で
は
、
立
地
企
業
は
公
表
を

控
え
て
お
り
、
設
備
な
ど
が
整
え
ば
公

表
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
町
内

試
験
施
設
で
は
、
核
融
合
炉
内
と
同
等

の
高
温
、
一
連
の
発
電
シ
ス
テ
ム
を
実

証
と
あ
る
が
。

　

炉
内
と
同
等
の
状
況
を
作
り
出
す
表

現
で
は
、
混
同
す
る
可
能
性
を
確
認
し

た
。
町
内
の
施
設
で
は
、
１
０
０
０
℃

程
度
の
高
温
に
な
る
が
、
電
熱
線
を
熱

し
温
度
を
上
げ
、
発
電
に
つ
な
げ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

安
全
対
策
が
わ
か
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
構
成
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
町
「
環
境
基
本
計
画
」
の
目
的
と
位

置
づ
け
、
事
業
者
の
責
務
と
は
。

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
を
図
る
環
境
政
策
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

　

住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な

り
、
自
然
環
境
へ
の
配
慮
や
地
球
温
暖

化
対
策
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
な
ど
を

踏
ま
え
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

事
業
者
の
責
務
は
、
事
業
活
動
に
伴

っ
て
生
じ
る
公
害
の
防
止
、
自
然
環
境

保
全
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
責
務
を

有
す
る
と
定
め
て
い
る
。

　
11
月
14
日
、
私
が
所
属
す
る
久
御
山

団
地
自
治
会
に
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道

建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
よ
り
、

地
質
調
査
・
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
は
、
町
の
申

し
入
れ
が
あ
れ
ば
公
表
す
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
学
術
会
議
の
方
も
、
地
質
は
国
民
の

共
有
財
産
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
本
町
は
、
機
構
に
調
査
結
果
の
公
表

を
求
め
た
の
か
。

　

調
査
結
果
は
機
構
に
確
認
し
た
。

　

調
査
の
進
捗
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
公
表

の
在
り
方
も
含
め
、
今
後
検
討
す
る
と

伺
っ
て
い
る
。

　
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の

支
援
に
関
す
る
法
律
」
が
、
来
年
４
月

施
行
で
あ
る
。
本
町
の
責
務
と
は
。

　

関
係
機
関
や
民
間
団
体
な
ど
が
一
体

と
な
っ
て
支
援
を
す
る
こ
と
が
こ
の
法

律
の
姿
勢
で
あ
る
。

　

総
務
課
が
月
２
回
実
施
し
て
い
る

「
女
性
の
た
め
の
相
談
」
事
業
の
内
容

に
応
じ
、
関
係
機
関
や
担
当
部
署
に
つ

な
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　

何
か
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
相
談

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
連
携
し
た
い
。

核
融
合
炉
内
と
同
等
の

シ
ス
テ
ム
実
証
と
は

Q
施
設
で
は
１
０
０
０
℃

程
度
の
高
温
に
な
る

A

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
を

機
構
に
求
め
た
の
か

Q
調
査
の
進
捗
を
ふ
ま
え
、

検
討
す
る
と
伺
っ
て
い
る

A

「
困
難
な
問
題
女
性
支
援
法
」

と
本
町
の
責
務
と
は

Q
総
務
課
が
相
談
に
応
じ
て

担
当
部
署
に
つ
な
ぐ

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

企
画
財
政
課
長

産
業
・
環
境
政
策
課
長

産
業
・
環
境
政
策
課
長

産
業
・
環
境
政
策
課
長

総
務
部
長

子
育
て
支
援
課
長

動画はこちら

たつみ えつこ

巽　　悦子

佐山排水機場
ボーリング調査位置

（配布資料より作成）

〜
古
川
〜

くみやま 議会だより　No.173（17）



　

11
月
６
日
か
ら
７
日
に
愛
知
県
蟹
江

町
議
会
と
三
重
県
東
員
町
議
会
に
行
政

視
察
を
お
こ
な
っ
た
。

　

視
察
の
内
容
は
、
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ

ソ
コ
ン
の
導
入
検
討
に
つ
い
て
」
と

「
議
会
か
ら
町
へ
の
提
言
書
の
提
出
に

つ
い
て
」
先
進
議
会
に
訪
問
し
、
具
体

的
に
事
例
の
研
究
と
質
疑
を
実
施
し
た
。

　

蟹
江
町
は
、
人
口
３
万
７
０
７
６
人
、

面
積
11
・
09
㎢
で
、
久
御
山
町
よ
り
面

積
の
小
さ
な
自
治
体
で
あ
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
1
1
９
億
５
０
０

０
万
円
。
議
員
定
数
は
14
名
で
あ
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
台
数
は
、

議
員
に
14
台
、
事
務
局
に
３
台
の
合
計

17
台
を
使
用
。

　

導
入
ま
で
の
経
緯
は
、
平
成
28
年
６

月
に
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
会
を
発
足
し
、

同
年
10
月
に
議
員
総
会
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
を
決
定
。
平
成
29
年
６
月
議
会
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
た
議
会
運

営
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
運
用
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
、
W
i
|
F
i
環
境
の
整
備

と
し
て
、
議
場
及
び
協
議
会
室
で
使
用

で
き
る
よ
う
整
備
し
た
。

　

使
用
は
「
蟹
江
町
議
会
の
情
報
通
信

機
器
使
用
基
準
」
に
基
づ
く
使
用
と
し
、

操
作
研
修
な
ど
は
、
初
期
導
入
時
と
シ

ス
テ
ム
変
更
時
に
実
施
。
ま
た
、
議
員

改
選
時
に
全
議
員
に
実
施
し
て
い
る
。

①
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
実
現
。

②
会
議
シ
ス
テ
ム
が
自
宅
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
共
用
で
き
る
。

③
資
料
の
掲
載
や
差
し
替
え
が
管
理
端

末
か
ら
一
元
的
に
お
こ
な
え
る
。

④
議
場
の
モ
ニ
タ
ー
と
連
動
す
る
た
め

資
料
な
ど
の
提
示
が
で
き
る
。

⑤
過
去
の
デ
ー
タ
が
い
つ
で
も
閲
覧
で

き
る
。

⑥
ワ
ー
ド
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
利
用

が
で
き
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
が
で

き
る
な
ど
議
員
活
動
の
幅
が
広
が
っ

た
。

①
理
事
者
側
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導

入
し
て
い
な
い
た
め
、
今
後
理
事
者

側
が
導
入
し
た
と
き
の
資
料
共
有
の

範
囲
や
管
理
部
署
の
問
題
が
あ
り
検

討
が
必
要
。

②
予
算
書
・
決
算
書

は
以
前
と
同
じ
く

紙
の
冊
子
を
配
布
。

③
会
議
中
の
通
信
障

害
の
際
の
危
険
性

が
あ
る
。

　

東
員
町
は
、
人
口
２
万
５
９
４
１
人
、

面
積
22
・
68
㎢
で
議
員
定
数
は
14
名
。

　

東
員
町
議
会
は
、
令
和
４
年
度
町
村

議
会
特
別
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
３
団
体

の
１
つ
で
、
「
政
策
づ
く
り
と
監
視
機

能
を
十
分
発
揮
し
て
い
る
議
会
」
、

「
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
」
、
「
地
域

振
興
の
た
め
に
特
別
な
取
り
組
み
を
し

た
議
会
」
に
該
当
し
、
特
に
顕
著
な
事

績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
議
会
で
あ
る

た
め
、
先
進
議
会
と
し
て
視
察
し
た
。

質
問
は
、

①
政
策
づ
く
り
と
監
視
機
能
を
十
分
に

発
揮
し
て
い
る
議
会
と
し
て
の
思
い

は
。

②
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
理
由
。

③
特
別
委
員
会
の
設
置
基
準
は
、
ど
の

よ
う
に
決
め
て
い
る
の
か
。

④
議
会
改
革
の
推
進
の
た
め
、
全
員
協

議
会
を
月
1
回
開
催
し
て
い
る
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

⑤
上
程
さ
れ
た
議
案
が
委
員
会
付
託
と

な
っ
た
場
合
の
審
議
日
数
や
時
間
の

目
安
は
。

⑥
首
長
へ
の
提
言
書
や
報
告
書
の
提
出

後
の
変
化
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

⑦
特
別
委
員
会
・
全
員
協
議
会
で
同
じ

こ
と
が
何
回
も
議
論
さ
れ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
る
の
か
。

⑧
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
の
特

徴
は
。

　

以
上
８
項
目
の
事
前
質
問
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会
委

員
長
よ
り
丁
寧
な
説

明
が
あ
り
、
議
会
の

運
営
上
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
を
お
こ
な

っ
た
。

蟹
江
町
議
会（
愛
知
県
）　
11
月
6
日

東
員
町
議
会（
三
重
県
）　
11
月
7
日

○
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

○
議
会
運
営
上
の
使
用
取
り
決
め

○
導
入
メ
リ
ッ
ト

○
課
題
及
び
問
題
点

か
に
え
ち
ょ
う

と
う
い
ん
ち
ょ
う

視
察
報
告
議
会
運
営

委
員
会
11月6日
　 ～7日
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10
月
23
日
〜
25
日
に
東
京
都
の
稲
城

市
、
神
奈
川
県
の
開
成
町
と
大
和
市
の

行
政
視
察
を
お
こ
な
っ
た
。

　

稲
城
市
で
は
「
認
知
症
高
齢
者
初
期

支
援
事
業
」
を
、
開
成
町
で
は
若
い
世

代
の
社
会
増
に
対
応
で
き
る
「
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
」
、
大
和
市
で
は

「
不
登
校
特
例
校
分
室
」
に
つ
い
て
、

各
市
町
の
施
策
運
営
や
課
題
を
学
ん
だ
。

　

今
後
、
視
察
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

久
御
山
町
の
施
策
の
提
案
な
ど
に
生
か

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

稲
城
市
は
、
人
口
９
万
３
８
６
４
人
、

面
積
17
・
97
㎢
で
、
高
齢
化
率
は
21
・

９
％
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
、
認
知
症
の
高
齢

者
を
訪
問
や
医
療
機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
の
活
用
が
少
な

く
、
ま
た
、
拠
点
型
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
か
ら
距
離
が
遠
い
た
め
、
や
む

を
得
な
い
場
合
の
み
に
限
定
し
て
い
た
。

　

平
成
30
年
、
東
京
都
が
稲
城
台
病
院

を
連
携
型
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
指
定
し
た
こ
と
で
、
市
は
当
病

院
に
「
認
知
症
初
期
集
中
チ
ー
ム
」
を

委
託
し
、
翌
年
度
よ
り
支
援
を
開
始
。

　

支
援
チ
ー
ム
の
実
活
動
員
は
7
名
体

制
で
、
臨
床
心
理
士
・
精
神
保
健
福
祉

士
・
社
会
福
祉
士
・
看
護
師
や
作
業
療

法
士
と
医
師
で
あ
る
。

　

支
援
の
対
象
者
は
、
原
則
40
歳
以
上
、

「
継
続
的
な
医

療
や
介
護
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
な
い
」
等

で
あ
る
。

　

開
成
町
は
、
人
口
１
万
８
８
１
８
人
、

面
積
6
・
55
㎢
で
、
最
近
５
年
間
の
人

口
は
71
人
減
少
だ
が
、
１
２
７
６
人
が

社
会
増
と
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
特

殊
出
生
率
は
県
内
3
位
以
内
と
高
い
。

　

「
第
２
期
開

成
町
子
育
て
支

援
計
画
（
令
和

２
年
度
〜
６
年

度
）
」
に
つ
い

て
、

①
広
域
連
携
に

よ
る
病
児
保

育
運
営
。

②
開
成
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
活
動

助
成
事
業
（
住
民
の
提
案
募
集
）
。

③
令
和
４
年
４
月
1
日
に
は
、
町
の
子

育
て
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
か
い
せ
い

っ
こ
」
を
開
設
し
た
。

④
開
成
町
の
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
と
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
、
開
成
町
駅
前
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
。

　

令
和
６
年
４
月
に
は
「
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
す
る
。

⑤
こ
ど
も
デ
ー
タ
連
携
は
令
和
６
年
度

の
開
始
を
め
ざ
す
。

　

以
上
５
項
目
の
説
明
を
受
け
た
。

　

さ
ら
に
障
害
児
通
所
支
援
の
決
定
で

は
、
障
害
者
手
帳
取
得
に
固
執
せ
ず
判

断
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

大
和
市
は
、
人
口
24
万
３
３
５
２
人
、

面
積
27
・
09
㎢
。
視
察
は
、
不
登
校
特

例
校
・
大
和
市
立
引
地
台
中
学
校
分
室

に
て
、
説
明
を
受
け
た
。

　

大
和
市
は
、
年
間
30
日
以
上
の
欠
席

生
徒
が
増
加
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
不

登
校
生
徒
の
選
択
肢
が
増
え
る
よ
う
、

学
校
へ
の
復
帰
を
目
標
と
し
な
い
「
不

登
校
特
例
校
分
室
」
を
開
設
し
た
。

　

分
教
室
は
、
一
人
一
人
の
状
況
に
あ

わ
せ
た
柔
軟
な
学
習
計
画
で
、
生
徒
に

と
っ
て
無
理
の
な
い
学
校
生
活
を
作
り

出
し
、
社
会
的
自
立
を
支
援
し
て
い
る
。

　

分
教
室
の
生
徒
は
、
大
和
市
内
の
在

籍
学
校
か
ら
転
籍
し
、
引
地
台
中
学
校

の
生
徒
に
な
る
。

稲
城
市（
東
京
都
）　
10
月
23
日

い
な
ぎ
し

開
成
町（
神
奈
川
県
）　
10
月
24
日

か
い
せ
い
ま
ち

大
和
市（
神
奈
川
県
）　
10
月
25
日

や
ま
と
し

○
認
知
症
初
期
支
援
チ
ー
ム

○
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
令
和
6
年
度
の
開
設
め
ざ
す

○
無
理
の
な
い
学
校
生
活
支
援

稲城市「認知症ケアパス」

家庭科の調理実習を視察

＜注釈＞　
＊授業時数特例校制度とは…
義務教育での年間標準授業時数が、１割を上限
に下回る編成を特例的に認める制度。

視
察
報
告
民
生
教
育

常
任
委
員
会

10月23日
　 ～25日
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せっしょん！

REPORT
レポート

　住民の代表である議員が多様な声をお聞きするのは重要なことから、今年も住民の皆さまとの懇

談会を開催しました。今回は議会モニターさまから、「ほんわかせっしょん」のテーマを決めた方が

いいのではないかとの意見をいただきましたので、議会で議論し、①防災と②少子化をテーマに呼び

かけました。結果として防災に関心のある方が多く来ていただき、活発な意見交換ができましたの

で感謝しています。

　当日の様子と会場でお聞きした主なご意見をお知らせします。

◆昭和 28年の水害から 70年、防災対策は大丈夫？
◆「子どもを産み、育てやすいまち」とは？

■11月 13日
　久御山町役場
　コンベンションホール
■参加者
　住民 14名　議員 12名

■11月 18日
　ふれあい交流館
　ゆうホール
■参加者
　住民 12名　議員 13名

久御山町議会地域懇談会
住民と議員の

ほんわか
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　　防災行政無線が

聞こえない。町の歌が流

れているが、童謡に変え

　　てもいいのでは。

　高所避難の場合には

近隣自治体との避難時の

　連携が必要では。

　　　外国人が多く

なり、避難時の誘導では、

言葉が通じない。多言語

　用パンフレットの配布

　　などの対策を。

　　　地震の時、

一人住まいの人の避難対

　策はできているのか。

　河川の氾濫・決壊

等を想定した高台への避

難訓練や避難所の確保

　　が必要では。

　　　 視覚障害者

　　には、見て分かる

 受信機（パトランプ ) を、

 聴覚障害者にタブレット

　 などの受信システムを。

　避難場所での

プライバシー確保は

　できるのか。

　大雨時、農業用水路

があふれ、水路と道路の

　境が分からなくなる。

◆選挙の時の投票所が遠い。大橋辺からは投票所まで 1.5 ㎞もあり、公民館でできないか。
◆府道宇治淀線の大橋辺では大型トラックやトレーラーが通ると振動がきつい。
◆ゴミ収集場所への外国語の表記は十分か。案内や情報、言語の種類をもっと的確に。多言語
　用のゴミ収集パンフレットは、在住外国人（世帯）に届いているのか。

テーマ以外でも

ご来場ありがとうございました
　ご参加いただきました皆さま、大変お忙しい中をありがとうございました。
皆さまからいただいたご意見は議会内で情報共有し、対応が必要な案件は行政
に伝えました。回答については５月の議会だよりに掲載したいと考えています。
　また、いただいたご意見は、必要に応じて各常任委員会の調査や一般質問な
ど、議会や議員の活動にも生かしてまいります。 町長へ報告書を手渡しました

お聞かせいただいた様々なご意見をご紹介します！
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ようこそ久御山町へ 〔視察研修受け入れ〕
三重県東員町議会
　議会運営委員会の皆さん

とういんちょう ひゅうがし

宮崎県日向市議会
　議会広報特別委員会の皆さん

令和５年度 久御山町総合防災訓練に参加しました
　11月19日、久御山中央公園にて開催された総合防災訓練に議会も参加しました。
　訓練は、午前８時に南海トラフ巨大地震が発生し、町で震度７を観測したという想定のもとお
こなわれ、町災害対策本部の設置に合わせて、議会も町議会災害対策会議を設置しました。
　災害発生時、各議員はできる限り所属自治会などと共に行動し、できる範囲で状況を把握すべ
きとし、自身の居所や安否に加え、現在の状況や防災行政無線の聞き取り状況などを議長へ連絡。
　議長は全議員の状況確認をおこなった後、町災害対策
本部において、各議員が収集した町内の被害状況などを
報告しました。
　従来なら、町議会災害対策会議を設置し単独で活動を
おこなっていましたが、今回は町災害対策本部に出席す
ることで、行政と議会、相互が収集した災害情報を共有
し、充実した防災訓練を実施することができました。

　10月19日、三重県東員町議会の議会運営
委員会（中村委員長ら６名）及び議長・事
務局の視察研修を受け入れました。
　通年議会や議会改革の取り組みについて
意見交換をし、有意義な研修会となりまし
た。
　本町からは、正副議長と議会運営委員が
出席しました。

　10月20日、宮崎県日向市議会の議会広報
特別委員会（友石委員長ら９名）の視察研
修を受け入れました。
　広報広聴機能の強化や議会だよりの編集
について意見交換をし、有意義な研修会と
なりました。
　本町からは、正副議長と広報広聴委員が
出席しました。

くみやま 議会だより　No.173（22）



編
集
後
記

委 員 長
副委員長
委　　員

オブザーバー
　（議長）

中井　孝紀
巽　　悦子
大宮　竹志
田井　　稔
辻　　　徹
濱口　隆志
岩田　芳一
松本　義裕

広報広聴委員会 　
新
年
早
々
の
能
登
半
島
地
震
で
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
議
会
の
動
き
や
情
報
を
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
精

一
杯
取
り
組
む
と
と
も
に
、
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
意
見
も
賜
り
な
が
ら
、
開

か
れ
た
議
会
運
営
を
め
ざ
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

田
井
　
稔

〇前々から「中央公園がしょぼい」という声を
よく聞いている。グラウンドの調整池も含め
て、あの場所がどう生まれ変わるのかを詳しく
知りたいです。　

○久御山中学校のタイル剥離問題については、
相当な食い違いですので、期限ありきで妥協せ
ず、一時的に町が負担したとしても、交渉を継
続していただくのがいいのではないか。

○議員が質問されている、子どものことや防災
関連は気になります。

〇子どもが読みやすい「子ども向けの議会だより」
的なものはどうですか。

〇非常勤とはいえ、町の職員が逮捕されたと報道さ
れたことは、町民として大変憤りを感じる。

○久御山中央公園の再整備については、久御山中央
公園の活性化として、今後の動向が気になる。

○中央公園のグラウンドの照明が一晩中つけっぱな
しになっていた（12月初旬の頃）。電気代がも
ったいないし、気を付けてもらいたい。　

○「ほんわかせっしょん」の開催場所を公園でやる
など試してほしいです。

○少子化・子育て・防災など、さまざま課題があり
ますが、町民の声を聞くだけでなく、実際にポイ
ントをついて質問していただくことで、いい方向
に進めていただいていると感謝しております。

〇町には多方面にわたりスポーツに精通されて
いる方が多いと思うので、中学校部活の指導
員募集方法も柔軟にすればいいのかなと思い
ました。

〇学校給食材料費の補助。　　　　　
○病児・病後児保育に関して、こういう制度が
あることを知らなかったので詳しく知りたい
と思った。

○「このまちこのひと」は、今回も興味深かっ
たです。

○小中学校の不登校の数。
○水槽付消防ポンプ自動車の購入に際し、現地
視察をされていることはとてもいいことだと
思いました。

○予算決算常任委員会の映像配信にリンクする
ＱＲコードがとても便利です。

○記事中、「予算決算常任委員会」や「決算審
査」という言葉は出てくるものの、「決算審
議」という言葉は見当たらなかったので、記事
中の見出しの言葉やページを記載してほしい。

はくり

議会への意見などは？

議会モニター「アンケート」
前号（11/１号・NO.172）の議会
モニターさまからのアンケート「回
答（一部）」を紹介します。

令和４年度決算記事で
特に興味をもったのは？

その後どうなったの？と
思っていることは？
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地
元
の
た
め
に
入
団
を
決
意

　

兄
の
真
司
さ
ん
は
、
20
歳
（
大
学

生
）
の
時
に
、
佐
山
の
先
輩
か
ら
勧
誘

を
受
け
て
「
地
元
の
た
め
に
な
る
な

ら
」
と
入
団
を
決
意
し
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

妹
の
睦
実
さ
ん
（
当
時
看
護
学
生
）

は
、
元
女
性
消
防
団
員
の
お
母
さ
ん
が
、

５
年
前
に
退
団
し
た
時
に
、
お
母
さ
ん

の
後
を
継
ぎ
入
団
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

真
司
さ
ん
は
現
在
会
社
員
と
し
て
、

ま
た
睦
実
さ
ん
は
看
護
師
と
し
て
働
き

な
が
ら
、
消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
た

め
献
身
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
も
若
い
こ
ろ
は
佐
山
の
消

防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
く
れ
て
い
た

と
の
こ
と
で
、
一
家
に
は
頭
の
下
が
る

思
い
で
す
。

や
り
が
い
の
あ
る
活
動

　

消
防
団
員
と
し
て
の
勉
強
や
訓
練
は
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
の
勉
強
、
消
火
器

の
使
い
方
、
ホ
ー
ス
の
つ
な
ぎ
方
、
月

に
一
度
の
ポ
ン
プ
等
の
器
具
点
検
な
ど

と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
「
や
り

が
い
の
あ
る
活
動
」
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

真
司
さ
ん
は
現
在
、
第
１
分
団
第
３

部
の
部
長
と
し
て
使
命
感
を
感
じ
な
が

ら
「
自
分
に
合
っ
た
活
動
で
あ
る
」
と
。

睦
実
さ
ん
も
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
ス
キ
ル
を
生
か

せ
る
こ
と
で
、
「
私
に
合
っ
て
い
る
」

と
の
話
で
し
た
。

　

真
司
さ
ん
は
、

12
月
28
日
か
ら

３
日
間
地
域
の

た
め
に
、
他
の

団
員
と
と
も
に

年
末
警
戒
に
あ

た
り
ま
し
た
。

消
防
団
活
動
を
通
じ
て
絆
づ
く
り

　

消
防
団
の
活
動
は
、
「
地
域
の
た
め

に
大
変
や
り
が
い
の
あ
る
活
動
で
す
。

　

消
防
団
の
活
動
を
通
じ
て
絆
づ
く
り

に
も
取
り
組
み
た
い
」
と
、
二
人
揃
っ

て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ご
両
親
の
背
中
を
見
て
、
消
防
団
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

南 真司さん、南 睦実さん
（第１分団第３部）　（女性消防団）

（佐　山）

みなみ しんじ みなみ むつみ

　
兄
妹
で
地
域
の
防
火・防
災
に
消
防

団
員
と
し
て
活
躍
中
の
、南
真
司
さ
ん

（
３１
歳
）南
睦
実
さ
ん（
２９
歳
）を
取
材

し
ま
し
た
。

地
域
の
防
火・防
災
に

　
　
　
　
取
り
組
む
兄
妹
！

No.41

表
紙
の「
く
み
や
ま
」を
描
い
た

の
は
近
藤
な
な
み
さ
ん
で
す
。

こ
ん
ど
う

近藤 ななみさん
（佐山小学校３年生）

　

感
性
が
大
変
豊
か
で
、
本
を
読

ん
で
絵
を
描
く
こ
と
や
工
作
を
す

る
の
が
大
好
き
な
、
な
な
み
さ
ん
。

　

題
字
は
、
大
好
き
な
お
寿
司
や

地
域
の
神
社
、
お
茶
の
葉
っ
ぱ
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
色
と
り
ど
り
な
模

様
で
描
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
２
学
期
に
学
級
委

員
に
な
り
、
友
達
と
協
力
し
て
ト

イ
レ
の
使
用
に
つ
い
て
の
注
意
ポ

ス
タ
ー
を
考
え
作
成
し
ま
し
た
。

　

４
年
生
に
な
っ
た
ら
、
絵
を
描

い
て
賞
を
取
り
た
い
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

※
１
月
11
日
、
第
53
回
京
都
新

聞
お
話
を
絵
に
す
る
コ
ン
ク
ー
ル

で
見
事
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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